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        ●
一
般
質
問 

図
書
館
の
整
備
を
図
れ 

 

質
問
▼
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
運
営
の

成
果
や
課
題
を
ど
う
受
け
止
め
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て
い
く
の

か 

 
 答

弁
・
教
育
長
▽
図
書
館
は
生
涯
学

習
の
場
。
学
習
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
が
、
施

設
の
老
朽
化
や
ス
ペ
ー
ス
も
狭
い
の

で
良
好
と
は
言
え
な
い
環
境
。
多
く

の
市
民
が
利
用
で
き
る
た
め
の
整
備

が
求
め
ら
れ
る
。 

 

質
問
▼
施
設
の
複
合
化
・
多
機
能
化

で
は
、
都
城
市
を
始
め
他
市
の
優
れ

た
図
書
館
を
ど
う
思
う
か
。
日
向
市

も
産
業
振
興
の
支
援
や
地
区
公
民
館

と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
学
校
図

書
室
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
学
力

向
上
、
市
民
の
調
査
研
究
等
の
支
援

を
担
う
「知
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施

設
」に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か 

 
 答

弁
・
教
育
長
▽
都
城
市
や
ほ
か
の

図
書
館
は
先
進
事
例
と
受
け
止
め
る
。

利
便
性
の
高
い
図
書
館
と
な
る
よ
う

複
合
化
・
多
機
能
化
の
視
点
で
今
後

も
検
討
す
る
。 

                       

答
弁
・教
育
長
▽
乳
幼
児
期
に
は
「
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
や
「
お
は
な
し

会
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
障
が
い
者

に
は
、
点
字
図
書
館
や
大
活
字
本
、
広

報
紙
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
配
置
し
て

い
る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。

 

 

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
居
場
所

機
能
や
市
民
が
気
軽
に
集
え
る
交
流

の
場
と
し
て
、
複
合
・
多
機
能
型
の
視

点
で
検
討
し
て
い
く
。 

 

質
問
▼
利
用
者
向
け
の
図
書
情
報
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
満
載
し
た
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
は
ど
う
か 

答
弁
・
教
育
長
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

経
由
し
て
検
索
。
一
部
予
約
や
新
着

図
書
を
案
内
し
て
い
る
。
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
配
信
は
有
効
な
手
段
。
先

進
事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。 

 

質
問
▼
配
置
司
書
の
研
修
の
場
や
「や

る
気
」を
起
こ
さ
せ
る
た
め
の
専
門
職

の
位
置
づ
け
、
及
び
、
報
酬
ア
ッ
プ
な

ど
の
改
善
策
は
。
読
書
活
動
の
一
翼

を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
友

の
会
」
の
増
員
を
図
る
仕
掛
け
や
、
サ

ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
過
疎
地
域

対
策
を
問
う 

 

答
弁
・
教
育
長
▽
配
置
司
書
は
六
名
。

県
立
図
書
館
が
行
う
各
種
研
修
を
受

講
し
て
い
る
。
報
酬
面
で
は
四
月
か

ら
「
会
計
年
度
職
員
」
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
専
門
職
と
し
て
の
地
位
を

確
保
。
処
遇
改
善
も
図
ら
れ
る
。「
友

の
会
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
読
書

普
及
活
動
に
協
力
さ
れ
て
い
る
が
固

定
化
も
否
め
な
い
。
今
後
は
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
養
成
講
座
を
開
き

育
成
に
努
め
る
。 

 

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
繋
が
っ
て
い
る
市
内
六
つ
の

地
区
公
民
館
を
通
じ
て
図
書
を
貸
し

出
し
て
い
る
。 

 
質
問
▼
市
直
営
で
は
な
く
公
設
民
営

化
に
よ
る
運
営
手
法
も
あ
る
が
ど
う

か
。
新
し
い
図
書
館
建
て
替
え
に
つ
い

て
問
う 

 

答
弁
・市
長
▽
直
営
、
公
設
民
営
、
民

間
と
の
共
同
運
営
か
研
究
す
る
。
建

て
替
え
に
つ
い
て
は
複
合
化
・
多
機

能
化
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。 

 

●
一
般
質
問 

 

南
部
地
区
の
文
化
・
観
光
振

興
策
に
つ
い
て
問
う 

 

質
問
▼
美
々
津
の
歴
史
的
町
並
み
の

倒
壊
寸
前
の
空
き
家
対
策
、
漆
喰
壁

の
崩
落
や
「
銅
板
製
雨
ど
い
」
の
腐
食

対
策
、
文
化
財
修
復
事
業
に
携
わ
る

業
者
の
研
修
の
場
の
創
設
を
問
う 

 
 答

弁
・
教
育
長
▽
傷
ん
だ
空
き
家
は

「
保
存
審
議
会
」
に
諮
問
し
て
い
る

し
、
空
き
家
対
策
推
進
室
と
も
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
壁
や
雨
ど

い
等
は
伝
統
工
法
で
修
復
す
る
業
者

が
減
少
し
て
い
る
。
技
術
力
向
上
に

向
け
、
他
県
の
伝
建
地
区
の
情
報
も

収
集
し
な
が
ら
今
後
研
究
す
る
。
ま

た
、
地
元
の
修
理
修
復
を
希
望
す
る

方
の
意
向
を
十
分
聴
き
、
丁
寧
な
対

応
に
努
め
る
。 

 
 

              

質
問
▼
町
並
み
保
存
計
画
は
文
化
財

選
定
後
に
策
定
。
そ
の
後
一
回
だ
け
改

訂
さ
れ
た
ま
ま
。
見
直
す
計
画
は
？ 

答
弁
・
教
育
長
▽
伝
建
地
区
と
し
て

国
の
選
定
後
に
条
例
を
制
定
。
そ
の

後
六
か
月
に
保
存
計
画
を
策
定
し
た

が
、
改
定
さ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い

て
い
な
い
。
検
討
す
る
。 

 

質
問
▼
活
性
化
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
「
お

ひ
な
さ
ん
祭
り
等
」
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
並
み
を
守
る
会
の
会
員
は
百
六
十

九
名
。
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
。
動
け
る

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
な
い
。
市
職
員
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か 

 

答
弁
・教
育
長
▽
「
お
ひ
な
さ
ん
祭
り
」

は
美
々
津
地
区
の
活
性
化
を
図
る
イ

ベ
ン
ト
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
た
い
。

市
に
も
要
請
が
あ
り
、
全
職
員
に
「
助

っ
人
」
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。 

 

私
た
ち
（
教
育
長
・
市
長
）
も
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

皆
さ
ま
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
３
月
定
例
市
議
会
は
市
長
選
挙
（
３
月
２
２
日
・
投
票
日
）
が
執
行 

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
月
早
く
１
月
３
１
日
か
ら
２
月
２
５
日
ま
で
の
期
間
、 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
２
回
目
と
な
る
「
図
書
館
の
整
備
充
実
」
と
「
南
部
地
区
の
文
化
・
観 

光
振
興
策
」
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は
、
来
年
度
予
算

や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

質
問
で
は
、
つ
い
熱
が
入
り
過
ぎ
て
持
ち
時
間
を
オ
ー
バ
ー
。
議
長
か
ら
制
止

さ
れ
る
始
末
（
反
省
・
教
訓
化
）。
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
ご
用
心
で
し
た
。 

日向市大字幸脇１０８８番地２ 

TEL：FAX：0982-58-0073 

携帯電話：090-4347-2712 

メールアドレス 

ｋobat1125@gmail.com 

編集・発行者／小 林 隆 洋 

 

絆 き
ず
な 

 

 

小林たかひろ 

改築が待たれる市立図書館。建築後 50 数年が

経過して老朽化が進み、スペースも不十分です 

 

▶福岡県八女市（伝建地区）の取り組みとして「NPO 法

人・八女町・町並みデザイン研究会」があります.久留米

工業大学の大森洋子教授らの指導のもと、修理基準や

修景基準、許可基準を定めていて、年間計画のもとで技

術技能者講習会を開催しています。▶東郷病院のトイレ

が「冷奴」から「湯豆腐」（ウォシュレット）に衣替え。昨年

９月に質問した改善提案が実を結びました。病院は建替

えられる…とのことですが、病室は残すのか、病室抜き

の診療所にするのか…依然として不透明のまま。東郷

町の皆さんにとっては命の砦。今後も多くの患者さんを

受け入れられる病院となるよう努力せねばなりません。  

VoL:５ 

 美々津・「おひなさん祭り」3 月 1 日 今年は新コロナ
の影響でイベントは中止。お飾りのみ実施されました 

質
問
▼
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
昨

年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
」に
応
じ
た
現
状
と
課
題
、

対
策
を
問
う
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
引
き
こ
も
り
防
止
対
策
や
児
童

生
徒
の
不
登
校
支
援
の
た
め
の
居
場
所

づ
く
り
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
か 

mailto:ｋobat1125@gmail.com


  

  

   

  

 
●
一
般
質
問 

 
 

南
部
地
区
の
文
化
・
観
光
振

興
策
に
つ
い
て
問
う 

 

質
問
▼
森
林
浴
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

景
勝
地
・
県
指
定
文
化
財
「
権
現
崎
の

照
葉
樹
林
」
を
巡
る
遊
歩
道
の
改
修

計
画
と
Ｐ
Ｒ
の
強
化
策
は
。
地
元
・「
幸

の
里
景
観
づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動
へ

の
人
的
支
援
策
を
問
う 

 

答
弁
・
市
長
＆
商
工
観
光
部
長
▽
遊

歩
道
は
「
神
話
の
ま
ち
美
々
津
『
神
武

天
皇
お
舟
出
の
地
』
を
歩
む
道
」
と
し

て
、「
新
日
本
・
歩
く
道
・
紀
行
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
観
光
素
材
で
健
康
増

進
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
が
、
整
備
が

不
十
分
。
計
画
的
に
改
修
に
取
り
組

む
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
展
望
の
効
く

牧
水
の
歌
碑
や
中
腹
に
あ
る
湊
柱
神

社
な
ど
の
文
化
財
を
融
合
さ
せ
、
情

報
発
信
に
取
り
組
む
。
※
遊
歩
道
清

掃
の
人
的
支
援
は
強
く
要
望
し
た
。 

              

質
問
▼
市
の
文
化
財
、
「日
本
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
」
で
も
あ
る
「
美
々

津
橋
」の
保
存
対
策
（特
に
「大
型
車
両

の
同
時
通
行
禁
止
」対
策
を
示
せ 

 

答
弁
・
市
長
▽
同
橋
は
塩
害
を
受
け

や
す
い
環
境
下
に
あ
る
の
で
補
修
の

優
先
順
位
が
高
い
橋
梁
。
貴
重
な
土

木
遺
産
で
も
あ
り
維
持
・
延
命
化
を

図
る
。
ま
た
、
同
橋
は
、
県
道
で
通
学

路
に
も
な
っ
て
い
る
。
県
土
木
事
務

所
に
よ
る
と
、
大
型
車
両
の
連
行
に

つ
い
て
は
、
看
板
の
位
置
を
変
更
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
と
の
返
答

が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
も
注
意
の
喚

起
を
促
し
た
い
。 

              

質
問
▼
遠
見
地
区
「
フ
ク
ト
が
浦
」
の

神
武
伝
説
と
、
十
字
に
裂
け
た
奇
岩

群
の
Ｐ
Ｒ
強
化
策
に
つ
い
て
問
う 

 
 答

弁
・
市
長
▽
ク
サ
フ
グ
が
毎
年
六

月
ご
ろ
産
卵
に
訪
れ
る
同
海
岸
に
は
、

豪
快
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
る
「
潮
吹

き
岩
」
、
「
十
文
字
に
浸
食
さ
れ
た
奇

岩
群
」
の
ほ
か
、
神
武
伝
説
も
あ
る
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
国
内
外
へ
の
発

信
を
強
化
す
る
と
と
も
に
日
向
サ
ン

パ
ー
ク
温
泉
の
利
用
拡
大
へ
つ
な
げ

た
い
。 

質
問
▼
サ
ン
パ
ー
ク
・
道
の
駅
北
側
の

山
林
を
買
収
し
て
樹
木
を
伐
採
。
国

道
一
〇
号
か
ら
の
見
晴
ら
し
を
良
く

す
る
と
と
も
に
、
駐
車
場
の
拡
張
を

図
れ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
集
客
増
、
収

益
増
に
つ
な
が
る
が
ど
う
か 

 

答
弁
・
市
長
▽
国
道
沿
い
の
民
有
林

に
視
界
を
遮
ら
れ
、
施
設
が
見
渡
せ

な
い
状
況
。
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と

で
眺
望
が
良
く
な
り
施
設
の
利
用
拡

大
に
つ
な
が
る
が
、
施
設
整
備
が
必

要
と
な
る
。
利
用
状
況
を
検
証
し
な

が
ら
検
討
す
る
。 

 

質
問
・
二
回
目
▽
集
客
増
を
図
る
た

め
に
姿
・
形
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
。

「
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
…
」
で
は
、

集
客
は
望
め
な
い
が
ど
う
か 

 

答
弁
・
市
長
▽
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
へ

の
投
資
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

こ
と
を
含
め
て
総
合
的
に
勘
案
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

質
問
▼
温
泉
施
設
の
老
朽
化
対
策
と

併
せ
て
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
抜
本

的
な
改
修
を
行
い
燃
油
の
消
費
を
抑

え
る
取
り
組
み
で
収
益
増
を
図
り
、

従
業
員
の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
て
は

ど
う
か 

 

答
弁
・市
長
▽ 

築
後
十
七
年
が
経
過 

し
て
お
り
塩
害
に
よ
る
被
害
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
利
用
者
の
安
心

安
全
の
確
保
や
安
定
経
営
を
図
る
た

め
、
優
先
順
位
を
付
し
て
計
画
的
に

延
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
は
最
重
要

課
題
。
検
討
し
て
い
る
。 

 

今
後
は
、
維
持
管
理
費
の
縮
減
な

ど
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り

組
み
で
利
用
拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
収

益
性
の
高
い
商
品
開
発
で
収
益
増
を

図
り
、
従
業
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
。

 

             

質
問
▼
南
部
地
区
か
ら
お
倉
が
浜
に

至
る
遊
歩
道
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ネ

ー
ミ
ン
グ
と
修
理
・
修
復
及
び
ウ
ォ
ー

ク
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
強
化
策
を

問
う
。
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
て
低
空
か

ら
観
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
作
成
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
か 

 
 答

弁
・
市
長
▽
遊
歩
道
散
策
を
新
た

な
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
と

と
も
に
、
愛
称
も
含
め
広
く
Ｐ
Ｒ
や

誘
客
に
努
め
る
。
空
撮
に
つ
い
て
は
、

日
向
岬
一
帯
や
美
々
津
な
ど
を
ド
ロ

ー
ン
で
撮
影
し
た
素
材
を
動
画
と
し

て
編
集
。
都
市
圏
域
で
の
Ｐ
Ｒ
や
ク

ル
ー
ズ
船
入
港
の
際
に
モ
ニ
タ
ー
で

放
映
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信

も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

質
問
▼
「神
武
東
遷
伝
説
」を
日
本
遺

産
と
す
る
取
り
組
み
の
進
捗
は
ど
う

か 

答
弁
・
商
工
観
光
部
長
▼
神
武
東
遷

伝
説
に
ゆ
か
り
の
あ
る
宮
崎
市
を
始

め
奈
良
県
橿
原
市
な
ど
、
二
十
四
自

治
体
で
構
成
さ
れ
た
「
日
本
遺
産
推

進
協
議
会
準
備
会
」
に
日
向
市
も
加

入
。
令
和
二
年
度
の
認
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で 

                                 

取
り
組
ん
で
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
日

本
最
古
の
冒
険
物
語
『
神
武
東
遷
』
」

で
、
事
務
局
の
宮
崎
市
が
文
化
庁
へ

す
で
に
申
請
し
て
い
る
。
四
月
か
ら

五
月
の
間
に
結
果
が
発
表
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。 
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●
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
条
例 

連
帯
保
証
人
の
負
担
を
軽
減 

 

今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正

や
当
初
予
算
な
ど
が
市
長
か
ら
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
当
初
予
算
」
と
は
今
年
の
４
月
か
ら

始
ま
る
令
和
２
年
度
の
年
間
予
算
。
今
年

は
市
長
選
挙
が
あ
り
ま
す
か
ら
「
骨
格
予

算
」
と
言
っ
て
市
政
の
運
営
に
必
要
な
予

算
の
み
計
上
さ
れ
ま
す
。 

 

新
し
い
事
業
は
、
６
月
議
会
の
補
正
予

算
に
組
み
入
れ
、
お
目
見
え
し
ま
す
。 

  

改
正
・
廃
止
さ
れ
た
条
例
に
つ
い
て

は
、
２
つ
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、

「
市
営
住
宅
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

で
す
。 

 

改
正
さ
れ
た
根
拠
は
民
法
が
改
正
さ

れ
、
今
年
の
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
。 

 

市
営
住
宅
に
入
居
す
る
と
き
は
、
連
帯

保
証
人
・
２
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

入
居
者
本
人
が
家
賃
を
滞
納
し
た
と
き

に
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
連
帯
保
証
人
が

滞
納
家
賃
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
「
債
務
保
証
」
と

言
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
条
例
で
は
、
入
居
者
が
家

賃
を
滞
納
し
た
際
、
そ
の
全
額
を
保
証
人

が
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
、「
入
居
し
て
い
る
住
宅
・
最
高

家
賃
の
１
２
か
月
、
つ
ま
り
、
１
年
分
に

限
っ
て
支
払
え
ば
よ
い
」
…
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 

民
法
の
債
権
関
係
の
規
定
は
、
約
１
２

０
年
間
、
ほ
と
ん
ど
改
正
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
高
齢
社
会
を
迎
え
、
住
家
に
困

っ
て
い
る
高
齢
者
や
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
の
増
加
な
ど
で
、
保
証
人
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
昨
今
の
時
代

背
景
を
配
慮
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
市
長
提
出
議
案
３
９
件
中
、
２
件
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
条
例
と
農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
す
る
条
例
２
本
で
す
。 

 

今
回
の
改
正
で
、
入
居
し
よ
う
と
す
る

方
が
保
証
人
を
頼
み
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
改
正
条
例
は
今
年
の
４
月
１
日

以
降
に
入
居
す
る
方
々
に
限
っ
て
適
用

さ
れ
ま
す
。 

 

●
農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
。
有
効
活
用
を
図
り
ま
す 

  

東
郷
町
に
あ
る
農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
（
病
院
上
）
に
つ
い
て
は
、
以
前
か

ら
利
用
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
町
内
の
他

の
施
設
へ
と
移
行
す
る
こ
と
も
で
き
る

こ
と
か
ら
、
農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の

看
板
を
外
す
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。 

  

Back Stage 
何とか、書き終えてホッと…♪。今回は、一般質問を詳しく紹介しまし

た。質問で執行部である市側にも様々な注文。▶「もう少し現場に立ち

寄って、話を聴くこと」。市の職員は文句を言われて当たり前。私も 42

年間勤務してそのことはよく理解しているつもりです。▶市民の皆さんは

「電信柱が高いのも、郵便ポストが赤いのも、皆、市が悪い！」。特に災

害後に被災現場へ向かうと苦情を言われました。▶昔々、先輩から、市

民の犠牲となれ…との指導を受けました。現場に行って話を聴き、出来

るものと出来ないものとに分ける。出来んものは仕方がないが、出来る

ものは短期・中期・長期に区分けして対応。友だち作戦（仲間をつくっ

て知恵を借る）…等々。その時の教えを未だに守り、実践しています。 

森林浴やパワースポットの景勝地で県指定の文化

財「権現崎の照葉樹林」。貴重な植物の宝庫です 

市の文化財と「日本土木学会選奨土木遺産」
に選定されている美々津橋（昭和９年建築） 

日向サンパーク物産館北側の山林。買収・伐採す

れば集客増が見込まれ収益増となるはずだが… 


